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目的と背景 
頚部肩痛（いわゆる“肩こり”）は男女問わず，非常に頻度の高い愁訴である．欧米諸国の報告
では，一生のうちに，一般住民の３分の２もの人々が頚部肩痛を経験するとされている．我が国
においては，厚生労働省の国民生活基礎調査の結果から，女性では第１位，男性では第２位の有
訴者率であることが示されており，大変身近な健康障害のひとつとして認知されている．しかし
ながら，この病態・定義については，これまで一定の見解を得るに至っていなかった．たとえば，
肩こりの解剖学的な定義について，Hurwitzらは，上位胸椎から後頭部にかけての領域に限局す
る頚部痛と報告している．Blissらは，種々の原因から生じる肩甲帯部の疼痛であると述べてい
る．また，肩こりの病態について，欧米諸国と我が国において同一のものであるかどうかという
議論もなされてきた．このように，統一された“肩こり”の定義がなされてこなかったため，疫
学的・臨床的特徴を系統的に扱った報告は数少なく，国内外の異なる研究どうしを直接比較する
ことが困難であった．これらの問題を解決するために，日本整形外科学会の肩こりプロジェクト
が発足され，高岸らを中心にして，国内外の文献のシステムレビューが行われた．その結果，我
が国の“肩こり”の臨床症状を示す病態名として，欧米で用いられている“neck and shoulder 
pain”，もしくは，“nonspecific neck pain”が近似していることが明らかとなった．さらに，
高岸らは，“肩こり”の概念を定義するに至った． 
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本研究の目的は，日本整形外科学会の“肩こり”の定義に則り（高岸ら，2008），肩こりの疫学
調査を行い，その有病率と特徴について検討し，肩こりに関連する因子を明らかにすることであ
る．また，肩こりが健康関連QOLに与える影響について明らかにすることである． 
 
方法と対象 
本研究は，農林観光業を主産業とする山村の住民を対象とした癌・健康検診の一環として行われ，
肩こりを“頚部より肩甲部にかけての筋緊張感(こり感), 重圧感, および鈍痛などの総称”と定
義し，その解剖学的罹患部位を明示した（高岸ら，2008）．過去1カ月に肩こりを有した住民863
名（男性308名/女性555名；平均年齢63.5歳）を対象とし，頚部・肩関節への外科的治療の既往
歴を有するもの，頚椎疾患，特に頚椎症性神経根症や頚椎ヘルニアなどを有するものは除外した．
問診・アンケート調査をもとに，肩こりに関連する因子として，年齢，性別，その他の疼痛部位
（背部，腰部，肩関節，肘関節，手関節，手，股関節，膝関節，足関節），そして合併する内科
的疾患について，単変量解析・多変量解析を用いて統計学的な検討を行った．また， QOL評価
法のひとつであるEuroQol（５項目法/視覚的疼痛スケール）を用いて，肩こりが健康関連QOLに
及ぼす影響について評価した． 
 
結果 
対象とした863名全例から，問診・アンケート調査の回答が得られた．肩こりの有病率は全体の
48.3%（417/863名）であり，性別では，男性26.1%，女性73.9%と，有意に女性に多かった．肩こ
りと内科的疾患との関連は認めなかった．肩こりの頻度は，20-30歳台で64.7%と最も高く，青壮
年以降，年齢とともに頻度が低下するという特徴を有していた．肩こりを有する者には，肩・肘
・手関節・手といった上肢痛に加え，腰背部痛の合併が多かった．また，健康関連QOL尺度であ
るEuroQolのスコアが低下しており，特に，5項目法のうち，肩こりを有するものは，“身の回り
の管理”，“普段の生活”，“痛み・不快感”，“不安・ふさぎ込み”の項目に問題を生じてい
た．しかし，“移動の程度”については，肩こりの存在は関連がなかった．さらに，ロジスティ
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ック回帰分析を行ったところ，性別（女性），肩・肘・手関節痛，背部痛，腰痛は，肩こりと統
計学的に有意な関連があり，オッズ比はそれぞれ 2.36，2.82，1.94，2.67，3.33，1.98であった． 
 
結論 
本研究では，“肩こり”の定義を用い，さらに，その解剖学的罹患部位を明示することで，統一
された定義のもとに，肩こりの有訴者をより適切かつ正確に抽出することが可能となった．肩こ
りは女性に多く，生産年齢である若年から青壮年層に好発し，年齢とともに頻度が減少するとい
う特徴を有していた．また，肩こりは健康関連QOLの低下に関わっており，特に，上肢運動を伴
う日常生活動作や社会心理面に対して影響が大きかった．さらに，肩こりの独立した関連因子と
して，性別（女性），上肢痛・腰背部痛が明らかとなった．臨床上有益となりうる肩こりの病態
把握，自然経過の解明のためには，統一された定義は必要かつ有用であり，本定義を用いた，さ
らなる疫学データの蓄積が重要である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                               
